
　自動車の故障や事故の際、インターネットで見つけ
たロードサービス業者に作業を依頼したところ、事前
に説明のなかった高額な費用を請求されたなどの相談
が寄せられています。

■事例
　外出先の駐車場で車のバッテリーが上がり、ネット
で調べたロードサービス業者に出張修理を依頼した。
ネットの広告では「3,450 円から」と格安だったが、
修理後、業者から 7 万円を請求された。現金を持っ
ていなかったので支払えないと言うと、自宅まで業者
がついてきたので、仕方なく全額現金で支払ってし
まった。（当事者：学生）

■アドバイス
◆修理などを急ぐあまり、慌ててインターネットを検

索し、ロードサービス業者に依頼しているケースが
見受けられます。自動車保険にはロードサービスが
付帯しているケースが多くあるため、日ごろから保
険の内容をよく確認し、トラブルが発生した場合は、
まずは契約している損害保険会社や保険代理店に問
い合わせましょう。

◆現場の状況次第では、広告表示や説明通りの料金で
依頼できるとは限りません。事前に作業内容や料金、
キャンセル料などを必ず確認するようにしましょう。

◆広告などの表示額と実際の請求額が大きく異なる場
合は、クーリング・オフができる可能性がありま
す。不安に思ったときや困ったときは、三島市消費
生活センターまたは消費者ホットライン（局番なし
188）へご相談ください。

問三島市消費生活センター ( 市民生活相談センター内）
　☎ 983・2621

市民生活
相談センター

からの

お知らせ

慌てないで！
ネットで探したロードサービスのトラブル

ストップ！ストップ！消費者トラブル消費者トラブル

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベントや会員募集を
紹介するものです。詳細は市HPをご覧ください。
問広報課☎ 983・2620

３月１日号への掲載の申込みは、１月 19 日㈮までに電子申請

電子申請（https://logoform.jp/form/pqff/143867）はこちら▶

第 76 回静岡県書道連盟�
書きぞめ三島・伊豆地区展

時１月 27 日㈯、28 日㈰午前９時～午後５

時（28日㈰は正午まで）場生涯学習センター

３階内幼稚園、小・中学生、高校生、一般

の書きぞめ作品を展示問長島☎ 986・5118

みらいつなぐ こどもとおとなのための
新春チャリティーコンサート

時１月 29 日㈪開場：午後５時 30 分、開演：

午後６時場みしまプラザホテル本館２階

「プロヴァンスの九月」内出演：矢吹和之

さん（津軽三味線）、片岡亮太さん（和太鼓）、

山村優子さん（ジャズホルン）費大人 3,000

円、高校生以下 1,500 円定150 人申・問み

しまプラザホテル☎972・2121

知的障害者国際スポーツ団体です�
毎週楽しくボウリングの練習をしよう
時１月13日㈯、27㈯、２月より毎週金曜日午

後６時30分～８時30分場ジョイランドボウ

ルみしま内毎回 30 分程度のフリー投球後、

２ゲーム行います。※できるだけ家族と一

緒に参加、ペアを組む健常者も募集費１ゲー

ム 400 円対小学生以上申・問スペシャルオリ

ンピックス日本・静岡・小林☎090・4440・5884

江戸時代から続く伊豆半島を巡る�
伊豆八十八ヶ所霊場の説明会

時１月17日㈬午後２時～３時場佐藤塾（本

町 13・21）内伊豆半島全域 444kmの壮大

な霊場。お遍路ツアーの無料説明会を開

催※毎月第２水曜日に開催予定対一般参

拝者、観光事業者など定先着 30 人申・問

NPO伊豆霊場振興会 (http://izu88.net)

不動産無料相談会

時２月８日㈭午後１時 30 分～４時場プラサ

ヴェルデ 402 会議室（沼津市）内相談員：協会

員（土地家屋調査士、建築士、宅地建物取引士

など資格保有者）、弁護士、司法書士、税理士
定先着 20 人持資料（契約書など）があれば持

参申・問１月15日㈪午前 10 時より（公社）全

日本不動産協会静岡県本部☎054・285・1208

求職者支援訓練受講生募集�
病院受付・調剤事務科（短期間・短時間）
時３月１日㈮～ 29 日㈮各午前９時 30 分

～午後２時場ニチイ学館沼津校（沼津市)費

8,000 円（テキスト代）対ハローワークで積

極的に求職活動をしている失業中の人定15

人申２月５日㈪までに住所管轄のハロー

ワーク問ニチイ学館沼津校☎0120・781・023

（電子申請がご利用いただけない場合は、申込用紙を広報課 ℻ 983・2719）

【凡例】　時とき・場場所・内内容・講講師・費費用（記載なしは無料）・対対象・
　　　　定定員・持持ち物・注注意事項・申申込み（記載なしは不要）・問問合せ

文化 スポーツ・健康

その他
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今
回
は
三
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
映

画
監
督・五
所
平
之
助
氏（
一
九
〇
二

―
八
一
）
と
最
後
の
作
品
『
わ
が
街

三
島
１
９
７
７
年
の
証
言
』
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
三
十
五
年
、
東
京
に
生
ま
れ

た
五
所
平
之
助
監
督
は
、
二
十
一
歳

の
時
に
松し

ょ
う
ち
く
か
ま
た

竹
蒲
田
撮
影
所
に
助
監
督

と
し
て
入
社
し
、
二
十
三
歳
で
監
督

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
現
代
劇
の
新

鋭
監
督
と
し
て
同
世
代
の
中
で
い
ち

早
く
頭
角
を
現
し
、
二
十
九
歳
で
日

本
映
画
初
の
本
格
的
ト
ー
キ
ー（
発

声
映
画
）『
マ
ダ
ム
と
女
房
』（
一
九
三

一
年
）を
制
作
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
『
恋
の
花
咲
く
伊
豆
の
踊
子
』

（
一
九
三
三
年
）な
ど
次
々
と
ヒ
ッ
ト

作
を
生
み
出
し
、
名
監
督
の
名
を
不

動
の
も
の
と
し
、『
煙
突
の
見
え
る

場
所
』（
一
九
五
三
年
）で
ベ
ル
リ
ン

国
際
映
画
祭
国
際
平
和
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
日
本
映
画
の
草
創
期
、
サ

イ
レ
ン
ト
（
無
声
映
画
）
時
代
か
ら

郷
土
ゆ
か
り
の
映
画
監
督

　
　
　
　
　
　
五ご

し
ょ
へ
い
の
す
け

所
平
之
助

戦
後
の
黄
金
時
代
を
駆
け
抜
け
、
お

よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本
映
画

界
で
活
躍
し
続
け
た
五
所
監
督
は
、

生
涯
九
十
九
本
も
の
作
品
を
残
し
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
五
所
監
督
の
最
後
の
作
品

が
『
わ
が
街
三
島
１
９
７
７
年
の
証

言
』（
一
九
七
七
年
）で
す
。
こ
の
映

画
は
三
島
市
民
サ
ロ
ン
の
依
頼
に
よ

っ
て
撮
影
さ
れ
た
三
十
分
程
度
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

　

源
兵
衛
川
の
湧
水
復
活
に
尽
力
し

た
窪く

ぼ
た
せ
い
し
ろ
う

田
精
四
郎
氏
や
児
童
文
学
作
家

の
小こ

い
で
し
ょ
う
ご

出
正
吾
氏
、
詩
人
・
評
論
家
で

あ
る
大お

お
お
か
ま
こ
と

岡
信
氏
ら
と
と
も
に
五
所
監

督
自
身
も
出
演
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
に
や
さ
し
く
語
り
か
け
る
姿
が

印
象
に
残
り
ま
す
。

　

五
所
監
督
と
三
島
と
の
つ
な
が
り

は
、
再
婚
し
た
夫
人
の
縁
で
昭
和
二

十
八
年
に
三
島
市
に
移
住
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
歳
は
五
十
一
、

後
半
生
を
三
島
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
五
所
監
督
は
若
い
仲
間

と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
を
好
み
、
三

島
駅
近
く
の
小
料
理
屋
「
や
っ
こ
」

で
よ
く
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
交
流
の
中
か
ら
昭

和
四
十
九
年
に「
三
島
市
民
サ
ロ
ン
」

が
設
立
さ
れ
、
顧
問
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
島
市
民
サ

ロ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
す

る
人
た
ち
の
講
演
会
や
映
画
上
映
会

の
開
催
を
活
動
の
主
体
と
し
て
お

り
、
昭
和
五
十
八
年
に
活
動
を
終
え

る
ま
で
の
十
年
間
で
、
延
べ
六
十
三

人
の
著
名
人
を
講
師
に
迎
え
た
講
演

会
を
開
き
、
四
十
本
の
映
画
を
上
映

し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
み
ん
な

で
映
画
を
つ
く
り
た
い
と
、
顧
問
で

あ
る
五
所
監
督
を
頼
っ
て
制
作
さ
れ

た
の
が
『
わ
が
街
三
島
１
９
７
７
年

の
証
言
』
で
す
。
当
時
、
湧
水
の
枯

渇
や
水
辺
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
「
水
の
都
」

と
呼
ば
れ
た
三
島
の
歴
史
と
水
質
汚

染
の
問
題
を
柱
と
し
て
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
映
画
は
、
三
島
に
お
い

て
環
境
保
全
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
、
現
在
も
多
く

の
市
民
団
体
や
事
業
者
が
行
政
と
協

働
し
て
進
め
る
「
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ

事
業
」
な
ど
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

No.427

　
私
の
祖
母
は
、
油
絵
、
水
墨
画
、
弓
道

書
道
、
英
語
が
得
意
で
す
。

　
ま
た
、
長
年
、
高
校
で
家
庭
科
を
教
え

て
い
た
の
で
、
裁
縫
や
料
理
が
上
手
で
す

祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
揚
げ
た
て
の
海
老

や
さ
つ
ま
芋
の
天
ぷ
ら
は
、
大
変
美
味
し

い
で
す
。

　
祖
母
は
私
に
裁
縫
や
ミ
シ
ン
の
使
い
方

を
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
今

は
、
様
々
な
柄
の
布
を
使
っ
て
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
幼
い
頃
か
ら
、
温
か

く
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

、。

わ
た
し
の

わ
た
し
の

　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

当
番
　
い
ち
か
わ
　
れ
い
か

当
番
　
い
ち
か
わ
　
れ
い
か    

さ
ん
さ
ん

郷土資料館では、企画展示「三島宿へようこそ」（令和６年２月 18 日㈰まで）を開催しています。

▶
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
『
わ
が
街
三
島
１
９
７
７
年
の
証
言
』
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